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切石術3例,腎 孟切石術 ・腎尿管全摘術 ・膀胱尿管新
吻合術各1例)を 対象とした.年 齢は18歳から73歳
(平均56.3歳)で,男子7例,女 子3例 であり,全例
術 前 の血 液 検査 上 異 常 はみ られ なか った(Tablel).
創 部 浸 出液 の 採取 方 法 は,手 術 終 了 後 よ りCPZ2
gを1日2回,連 日点 滴 静 注 して い る間,毎 日採 取 し
必要 な処 置 を し た の ち 測 定 ま で凍 結保 存 した.CPZ
の測 定 はMicrococcusluteusATCC9341株を 検定 菌
と して 薄 層 ペ ーバ ー デ ィス ク法 に て行 った.
結 果
1.CPZの 創 部浸 出液 内濃 度 に つ いて
術 後 の創 部 浸 出 液 総 量 は,術 後1日 目96.3±77.8
ml,2日 目14.6±17.1ml,3日目17.2±24.3ml,4
日目32.0±17.Om1,5日目34.Oml(n=1)で経 日
的 に 総 量 が 減 って い った(Fig.1).浸出液 中cpz
濃 度 の経 日的 変 化に つ い て み る と,術 後1日 目31.3
±16.3μ9/ml,2日目31.2±19.4μ9/ml,3日目15.0
±7.04μ9/ml,4日目13.4±6.78μ9/ml,5日目2.45
μg/ml(n=1)であ り,術 後2日 目 ま で30ptg/ml
以上 の高値 を 示 し 以 後 減 少 し て い った(Table2,
Fig.1).
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Table1.症 例 一 覧





















































































































































































術 後 日 数 〔days)
Fig.1.術 後 創 部 浸 出 液 総 量 とCPZ濃 度 の 経 日 的 変 化
安本,ほ か:創部浸出液移行 ・GPZ
CPZの 回収 量 は1日 目2,941.1±2,775.8μ9,2日
目375・3±445・9μ9,3日目261,9±477.5μ9,4日目
371,4±10・5μ9,5日目83.3μ9(n=1)で,CPZの
1日投与 総 量 に 対 し て,術 後1日 目0.074%,2日
目0.009%,3日目0・007%,4日 目0.009%,5日
目O.002%が創 部 に 出 て き て い る も の と 思 わ れ た
Table3).
また,上 部尿 路 と下 部 尿 路 で術 後3日 目 までの 浸 出
液中CPZ濃 度,回 収 量 を 比較 す る と,CPZ濃 度 は
1日目,2日 目に お い て上 部 尿 路 の方 が 高 い傾 向が 認
め られた が,推 計 学 的有 意 差 は み られ な か った.回 収
量は 且日 目上部 尿 路,2日 目3日 目に 下 部 尿路 に 高 い
傾向が認 め られ た が,同 様 に 推 計学 的 有 意 差は 認 め ら
なか った(Table4).
2.臨 床 効果 との 関 係 につ い て(Tablcl)
手術 後の 経過 や 創 部 感染 の状 態 よ り判 定 した 臨 床効
果成績 と創 部に 移 行 したCPZの 回 収量 と の 間 に は
何 ら関 係は み られ な か った が,1例 を 除 き全例 右 効 以










































Tablc3,創部 浸 出液 中 のCPZの 回収 量 に つ いて












































1,手 術 後 の 感染 症 予 防にCPZを 使用 した 手術 症
例(前 立 腺 摘 出術4例,腎 切石術3例,腎 孟 切 石 術 ・
腎尿 管 全摘 術 ・膀 胱 尿 管新 吻 合術 各1例)を 対 象 と し
て創 部 浸 出液 中 のCPZを 測定 した 。
2.術 後 の 創 部 浸 出液 総 量 は,術 後1目 目96.3±
77.8m1,2日目14.6±17.1ml,3日目17.2±24.3ml,
4日 目32.0±17.Oml,5日目34.0・nl(n=1)であ っ




目まで30μglml以上 の 高値 を 示 し以後 減 少 してい っ
た.ま た,上 部 尿 路お よび下 部 尿 路 に対 す る 手術 の場
合 とでは 浸 出液 に 含 まれ るCPZの 量 に 大 き な差 を み
な か った.
CPZの 回収 量 は1日 目2,941.1±2,775.8μg,2日
目375.3±445.9μ9,3日目261.9±477.5μ9,4日目
371.4±10.5μ9,5日目83.3μ9(n=1)で,CPZの
1日投 与 総 量 に対 して,術 後1日 目O・074%,2日目
0.009%,3日目0.007%,4日 目0.009%,5日 目
O.002%が創部 に 出て き て いた.
3.創 部浸 出液 中 の経 日的 な推 移 と1例 を除 き全 例
有効 以 上 の臨 床 効 果 よ り判 断 す る と,CPZは 術 後 の
感染 予 防,と くに 創 部感 染 予 防 に極 め て有 用 で あ る と
思わ れ た.
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